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展覧会一般規則
１．出陳資格
（1） 　会員所有の本協会登録犬で、有効期間内の

狂犬病予防注射を完済した犬に限ります。
（2） 　 咬癖犬、疫病犬の出陳はご遠慮下さい。
（3） 　長毛も出場できます。

２．出場申し込み要領
（1） 　締切日：2月 19日（金）厳守
（2） 　電話での申し込み、当日出陳は一切受け付

けをいたしませんので、お早めにお申し込み
願います。（申込書は別紙）

３．出陳料
15,000 円（１頭につき）幼犬 B 組以上
10,000 円（１頭につき）幼犬 C 組のみ

（1） 　申込時に狂犬病予防注射済証明
書、又は注射済票（コピー）を必ず
添付して下さい。添付されない場合
は出陳出来ません。

（2） 　出陳料は必ず申し込みと同時納入を厳守し
て下さい。申し込み後、欠席の場合には諸経
費として出陳料の中から 7,500 円（幼犬 C 組
の場合は 5,000 円）を申し受け、出陳目録を
差し上げます。

（3） 　未入会及び会費切れの所有者は、早めに所
要手続きを完了し、お申し込み下さい。  
　名義変更申請の場合も同様です。

４．審査及び評価・称号
（1） 　成犬組は牡牝とも選抜優秀犬に JVA の評

価を付し、称号証を与え、うち最優秀犬 1
頭に 2016 年・特別日本ジーガー（ジーゲ
リン）の称号を、JVA 犬群にはジーガー

（ジーゲリン）グルッペの称号を与えます。
但し、該当犬のない場合は保留とします。  

　 　以下、若干頭に V の評価を与え、準ジーガー
（ジーゲリン）グルッペの称号を付与します。
その他 V グルッペ、SG グルッペに評価され
ますが V 以上を入賞とします。  
　V 以上の評価を得るためには、本協会の種
犬選定合格犬であり、且つ牡犬は J-SchH 以
上又は IPO2・FH・HGH 以上の訓練資格、
牝犬は ZPr 以上、又は IPO1 以上の訓練資格
を必要とします。

（2） 　未成犬組は最優秀犬 1 頭に 2016 年・特
別日本未成犬ジーガー（ジーゲリン）の称
号を、最優秀若干頭にジーガー（ジーゲリン）
グルッペ及び準ジーガー（ジーゲリン）グ
ルッペの称号を付与します。但し、該当犬
のない場合は保留とします。  
　準ジーガー（ジーゲリン）グルッペ以上
を入賞とし、以下 SG グルッペとします。  
　準ジーガー（ジーゲリン）グルッペ以上
の称号を得るためには ZPr 以上の訓練資格
を必要とします。

（3） 　若犬組、幼犬 A 組、幼犬 B 組はいずれも
上記未成犬組の規定に準じて行いますが、
訓練資格の必要はありません。

（4） 　幼犬 C 組は第 10 位まで席次を付し、入
賞とします。但し、展覧会規定により評価
を与えません。

（5） 　成犬組、未成犬組、若犬組については銃
声確固性を検査します。

（6） 　出陳犬の年令起算日は、特別日本ジーガー
展の開催日とします。
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＊当日、マラソン大会が開催されており、道路の混雑、規制などがありますのでお気をつけ下さい。＊

と　き　2016年3月6日（日）
ところ　�静岡県静岡市�丸子新田スポーツ広場�( 安倍川沿い )

＊組年令早見表（牡・牝 共通）
 成  犬 組 満24ヶ月以上
 未成犬 組 満18ヶ月以上 24ヶ月未満
 若  犬 組 満12ヶ月以上 18ヶ月未満
 幼犬A 組 満9ヶ月以上 12ヶ月未満
 幼犬B 組 満6ヶ月以上 9ヶ月未満
 幼犬C 組 満4ヶ月以上 6ヶ月未満

2016年2016年・特別日本ジーガー展
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５．賞
（1） 　入賞犬に賞状及び賞品を授与します。
（2） 　会長賞――2016 年・特別日本ジーガー・

ジーゲリン、各 JVA １席犬に授与 

６．審査員
　JSV 審査員

７．繁殖奨励賞
　種牡犬賞は上位第１位より第５位までとし、
犬舎賞はプロ部門とアマチュア部門に区分して、
それぞれ第１位から第３位までを表彰します。
下記の採点基準により合計点を算出します。

JVAジーガー・ジーゲリン� ６点
JVAジーガー・ジーゲリングルッペ�５点
VRジーガー・ジーゲリングルッペ�３点
Vグルッペ� ２点
SGグルッペ� １点
未成犬組以下（各組）
SGジーガー・ジーゲリン� ４点
SGジーガー・ジーゲリングルッペ� ３点
SG�Rジーガー・ジーゲリングルッペ�２点
SGグルッペ� １点

　但し、受賞資格は本協会会員であること。
　犬舎名及び所有犬の未譲渡は認めません。
　なお、上位にあって未資格の出た場合は席
次の繰り上げはいたしません。

８．参考犬、招待犬
　過去に日本ジーガー展（特別展含む）及び
SV ジーガー展において VA を獲得した犬、並
びに日本訓練ジーガー競技会においてジー
ガー（ジーゲリン）グルッペ以上の称号を得
た犬を出陳して頂き、審査員より一頭ずつコ
メントをしてもらいます。

９．各組担当審査員及びタイムスケジュール

８ : 00 〜 11 : 00　 個体審査及び防衛テスト
11 : 00 〜 12 : 00　アマチュアクラス審査
12 : 00 〜 12 : 15　開会式典
12 : 30 〜 16 : 00　比較審査

（昼休みはもうけておりません。）

　各クラス　長毛犬、直杕毛犬の順に別途の
審査を行います。当 日 の 進行によりスケ
ジュールは変更となる場合がありますので、
会場アナウンスに従ってご集合下さい。長毛
犬の評価・称号は普通犬の規定に準じます。

10．協力賞
　１取扱者 5 頭以上の協力者に賞品を授与し
ます。

11．その他
（1） 　全出陳者に昼食弁当を差し上げます。
（2） 　出陳目録を１頭につき一部お渡しします。
（3） 　過去の VA 犬も出陳できます。
（4） 　会場開門は朝 5 : 00 ですが、前泊も含め

その前に到着される方は概の時間を申し出
下さい。関係者が待機します。

(5) 　当日、マラソン大会が開催されてお
り、道路の混雑、規制などがあります。
その為、会場までの道路が 8:00 〜
11:10 頃まで完全封鎖されます。
　�ですので、現地集合を6時まで
にお済ませください。
　�　詳しくは静岡マラソン公式サイト
(http://www.shizuoka-marathon.
com/)をご確認下さい。
　�　また、ホテルなども混雑が予想され
ますので、お早めにご予約下さい。

12．出陳目録の広告
表紙（カラー）�……………………50,000 円
裏表紙（カラー）�…………………40,000 円
表紙ウラ、裏表紙ウラ（カラー）� 30,000 円
その他頁（カラー）�………………25,000 円
その他頁（モノクロ）�……………10,000 円
文字広告１頁………………………10,000 円

※ 幼犬 C 組は原則として所有者がハンドラーをして下
さい。  
リンク内の呼び込みも C 組に関しては認めます。  
但し B 組以上はこの限りではありません。
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2016年　特別日本ジーガー展 成犬組審査要領
１．ノーリード走行（目的：自然歩態と服従性の確認）
①	 	成犬牡、牝とも比較審査後半時に１グループ５頭程度で実施する。
	 ・	尚、その中に同じハンドラーの担当犬が重複した場合には、次のグループのトップに
	 	置いて走行させる。
	 ・ボール等を手に持っての誘導も認める。

2.　TSBテスト
本年より成犬牡は必須・最終成績に影響するものとする
成犬牝は希望者のみ行い、不参加犬ともに成績に影響しない。
（ただし、今年の日本ジーガー展より、牝もTSBテスト必須。）
①	 防御と遠距離攻撃の計 2回実施する
②	 ヘルパーは本部にて依頼したヘルパーが担当する。
③	 TSBテストはすべて個体審査の前に行う。
	 	5 段階評価で 5が最優秀とする。防御と遠距離攻撃のどちらかで 3 以上獲得しなければ
VA 評価は得られない。

2016年　アマチュアクラス出陳要項
出場資格： 
　 所有者が本協会の会員であり、ＪＳＶ１胎仔登録犬である事。
審 査：
  本部審査員
 （各クラス１審制・席次のみ、評価無し）
  訓練資格、種犬認定必要無し、ノーロープ走行、防衛テスト無し。
  咬癖犬、疾病犬、発情犬の出陳はご遠慮下さい。
 所有者もしくはアマチュアハンドラーのみ。
日 時：
 3月 6日（日）
 特別 日本ジーガー展個体審査終了後、概ね午後 11時～ 12時の間で行う予定。
出 陳 料 ：
 １頭５０００円（予定）
 　（賞品、賞状、お弁当付き）
出陳申込先：
  JSV 本部にアマチュア出陳申込書と、
  有効期限内の狂犬病予防接種済証明書を添付（コピー可）

交通規制がございますので、現地集合を6時までにお済ませください。

防衛訓練実施要領（概略）
①	 防御　スタート地点から審査員の合図で脚側行進で目印に沿って進む。
	 第一のテントから現れたヘルパーの奇襲に対し、犬は片袖に深く強い咬捕を行う。
	 	ヘルパーの静止後、犬は自ら離すか、審査員の指示により指導手が命令し、片袖を離し
禁足する。

②	 	遠距離攻撃　犬はスタート地点で待機する。ヘルパーが第二のテントから現れ威嚇する。
	 	審査員の指示で指導手は犬に命じて、直進してくるヘルパーの片袖に深く強い咬捕を行う。
ヘルパーの静止後、犬は自ら離すか、あるいは審査員の指示により指導手が命令し、片
袖を離し禁足する。


